
温泉地活性化に向けて ～「新・湯治」と「新・湯治推進プラン」の提案～

古くからの
温泉地に長期滞在し、入浴して
病気を治療する「湯治」

団体旅行としての温泉地の発展
療養や保養の場としての衰退

ストレス社会、高齢化社会であり、ワークライフバランスが求められる現代において、
社会全体として、リフレッシュや健康長寿のための場づくり、仕組みづくりが重要
官民一体となってインバウンド対策を推進

温泉地の役割を見直し、「新・湯治」を提案
• 温泉入浴に加えて、周辺の自然、歴史・文化、食などを活かした多様なプログラムを楽しみ、
地域の人や他の訪問者とふれあい、心身ともに元気になること

• 年代、国籍を問わず楽しめる ・ 長期滞在を行うことが効果的

新・湯治
とは

国民共有の資源であり、温泉地の核となり、将来世代へ引き継ぐもの
日本は温泉や温泉地が持つチカラを十分に活用していないのではないか

温泉 ･･

• 温泉地全体の療養効果等を科学的に把
握し、その結果の情報発信

• 統一フォーマットの提示により、全国
的なデータの蓄積、評価、公開

• ストレス社会、健康長寿社会において
の重要性を踏まえた準備

「新・湯治」の効果の
把握と普及、全国展開• 泉質、地域資源を活かしたプログラムの提供

• 多様な温泉間の連携による情報発信等
• 温泉地を拠点とした広域周遊、国立公園満喫プロジェクトとの連携

楽しく、元気になるプログラムづくり

• 外湯めぐりの充実といった「にぎわいの創出」
• 年代、国籍を問わず、長期滞在しやすい宿泊プランづくり
• 周辺の自然環境等の地域資源を一体的に評価し、持続的な利用

温泉地の環境づくり

･･ 「新・湯治」を提供する場としての新しい温泉地のあり方、環境省や関係機関に求める
ことをまとめたもの

新・湯治推進プラン

推進体制の構築等
• 地域会社設立やDMO,DMCの活用による体制づくり
• 地域外の民間企業等との連携
• 関係省庁の連携

※ 国民保養温泉地で先行的
に実施することが適当


